
安城市こども計画

こども計画の概要について
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こども計画

 令和５年４月に成立
 計画の目的（第一条）
すべての子どもが、将来にわたって幸せな生活
ができる社会を実現するための法律です。

社会全体で「こども施策」を進めます。

国や都道府県、市区町村が、こどもや若者に関
する取組を行っていきます。

こども基本法について
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④すべてのこどもは年齢や発達
の程度に応じて、意見が尊重
され、こどもの今とこれから
にとって最もよいことが優先
して考えられること。

こども計画

①すべてのこどもは大切にされ、
基本的な人権が守られ、差別
されないこと。

②すべてのこどもは、大事に育
てられ、生活が守られ、愛さ
れ、保護される権利が守られ、
平等に教育を受けられること。

③年齢や発達の程度により、自
分に直接関係することに意見
を言えたり、社会のさまざま
な活動に参加できること。

⑤子育ては家庭を基本としなが
ら、そのサポートが十分に行
われ、家庭で育つことが難し
いこどもも、家庭と同様の環
境が確保されること。

⑥家庭や子育てに夢を持ち、喜
びを感じられる社会をつくる
こと。

こども基本法６つの理念
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こども計画

 当事者意見の反映が必要
第十一条
国及び地方公共団体は、こども施策を策定し、
実施し、及び評価するに当たっては、当該こ
ども施策の対象となるこども又はこどもを養
育する者その他の関係者の意見を反映させる
ために必要な措置を講ずるものとする。

こども施策を決める上で
重視されていること
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こども計画

 令和５年12月22日閣議決定

第九条

政府は、こども施策を総合的に推進するため、
こども施策に関する大綱（以下「こども大
綱」という。）を定めなければならない。

「こども大綱」について
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こども計画

「こども大綱」について

 こども大綱
以下の３つの大綱を一体化

・少子化社会対策大綱

・子供・若者育成支援推進大綱

・子供の貧困対策の推進に関する大綱
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こども計画

 市町村こども計画に記載すべき要素

市町村こども計画は、法第10条において、国が
策定するこども大綱及び都道府県が策定する都道
府県こども計画を勘案して定めるよう努めるもの
とするとされている。

｢市町村こども計画｣について
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こども計画

令和5年度の実施内容

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

内容

会議

集計・分析

アンケート調査票の検討

発送

回答期間
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安城市こども計画

アンケート調査結果について
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調査実施概要
◆調査地域：安城市内全域

◆調査対象：安城市内在住の就学前児童の保護者
：安城市内在住の小学生児童の保護者
：安城市内在住の小学５年生・中学２年生
：安城市内在住の 16歳～39歳の市民

◆抽出方法：無作為抽出 ※数量については後述

◆調査期間：令和６年１月31日～２月16日

◆調査方法：郵送による配布・回収
※小中学生、16歳～39歳はweb回答
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配布、回収状況

調査票 調査対象者
（配布数）

有効
回収数

有効
回収率

就学前児童
保護者 1,500 757 50.5%

小学生児童
保護者 1,500 743 49.5%

小学５年生・
中学２年生

各1,000
（2,000） 770 38.5%

16歳～39歳
の市民 1,000 376 37.6%

11



1.7 

1.5 

9.9 

9.2 

29.2 

30.4 

58.3 

57.9 

0.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

（n=757)

小学生児童保護者

（n=743)

内容まで詳しく知っている 内容について少し知っている

内容はわからないが聞いたことがある 聞いたことがない

不明・無回答

アンケート調査結果

①こどもの権利について
◆こども基本法の認知度

◆こどもの権利の認知度

8.2 

4.0 

22.1 

21.3 

28.4 

34.6 

40.5 

39.9 

0.8 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・中学生

（n=770)

若者

（n=376)

くわしく知っている 少し知っている 聞いたことがある

聞いたことがない 不明・無回答

約４～６割

今後さらなる周知が必要
となっています。
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アンケート調査結果

①こどもの権利について
◆安城市の取組において、こども・若者の意見を聞いてもらえていると思うか

22.7 

7.2 

47.4 

38.6 

22.5 

46.3 

6.0 

6.4 

1.4 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・中学生

（n=770)

若者

（n=376)

聞いてもらえていると思う

どちらかといえば聞いてもらえていると思う

あまり聞いてもらえていないと思う

まったく聞いてもらえていないと思う

不明・無回答

特に若者に向けた取組を充実させていく必要があります。

約５割

約７割
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6.9 

4.7 

4.8 

56.8 

58.1 

45.2 

21.4 

21.9 

32.4 

12.8 

13.1 

16.5 

2.1 

2.2 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

（n=757)

小学生児童保護者

（n=743)

若者

（n=376)

向かっていると思う どちらかといえば向かっていると思う

どちらかといえば向かっていると思わない 向かっていると思わない

不明・無回答

アンケート調査結果

②こどもまんなか社会の実現や地域について
◆安城市において、「こどもまんなか社会」の実現に向かっていると思うか

６割以上

若者が「こどもまんなか社会」を実感できるような取組が
求められます。

約５割
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26.5 44.8 18.4 8.8 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・中学生

（n=770)

とても感じる どちらかといえば感じる

どちらかといえば感じない 感じない

不明・無回答

アンケート調査結果

②こどもまんなか社会の実現や地域について

◆ふだんから地域の人に見守られていると感じるか

７割以上

小・中学生は、地域との関わりが見られます。
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アンケート調査結果

②こどもまんなか社会の実現や地域について

◆地域の活動や行事への参加頻度

2.9 

32.7 63.8 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者

（n=376)

よく参加している ときどき参加している

まったく参加していない 不明・無回答

６割以上

若者において、地域とのつながりが希薄になっているこ
とがうかがえます。
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62.7 

22.2 

14.3 

48.5 

10.6 

15.7 

3.3 

8.5 

2.4 

47.2 

13.7 

5.9 

54.6 

6.1 

11.7 

4.0 

13.3 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80%

子どもや親子連れに対して、気軽に

あいさつをしたり、声をかけたりしてほしい

親子が参加するイベントなど

多世代の交流に参加してほしい

話し相手や相談相手になってほしい

子どもが危険なことや、悪いことを

したときには注意をしてほしい

用事があるときなどに、

子どもを預かってほしい

子育てに関してあまり干渉しないでほしい

その他

わからない

不明・無回答

就学前児童保護者

（n=757)

小学生児童保護者

（n=743)

アンケート調査結果

②こどもまんなか社会の実現や地域について
◆子育てに関して、地域の人に望むこと

就学前児童保護者と小学生児
童保護者ともに半数程度が、
こどもへの声かけや注意を地
域の人に望んでいます。
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11.0 

7.4 

56.5 

62.3 

20.6 

18.8 

10.0 

10.1 

1.8 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

（n=757)

小学生児童保護者

（n=743)

向かっていると思う どちらかといえば向かっていると思う

どちらかといえば向かっていると思わない 向かっていると思わない

不明・無回答

アンケート調査結果

③妊娠、出産、子育てにかかる一体的支援について
◆安城市では、妊娠、こども・子育てに温かい社会の実現に
向かっていると思うか

約７割 約３割

少子化が進む中、妊娠、出産、子育ての切れ目のない
支援に向けた取組が必要です。
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アンケート調査結果

③こども・若者の心身の健康について
◆今までに、社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった
経験があったか

19.1 22.6 16.8 33.8 

3.2 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者

（n=376)

今までに経験があった（または、現在ある）

どちらかといえば、あった（ある）

どちらかといえば、なかった（ない）

なかった（ない）

わからない、答えられない

不明・無回答

４割以上

相談先の周知や必要な支援の提供が求められています。
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23.9 

6.4 

25.8 

11.8 

8.7 

13.2 

9.5 

8.7 

1.9 

20.6 

2.1 

43.3 

2.6 

29.8 

13.0 

64.7 

24.6 

15.0 

24.3 

23.4 

15.3 

4.6 

39.9 

4.0 

17.9 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

友だち関係のこと

家族関係のこと

勉強や進学のこと

学校生活のこと

自分の健康のこと

自分の性格のこと

自分の見た目のこと

恋愛のこと

性のこと

将来のこと

その他

特に悩みや不安はない

不明・無回答
小学５年生（n=423)

中学２年生（n=346)

アンケート調査結果

④こども・若者の悩みや不安等について
◆現在、悩んでいることや不安に感じていること
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アンケート調査結果

④こども・若者の悩みや不安等について
◆悩みや不安を感じた時の相談相手

61.3 

2.2 

0.4 

16.5 

1.3 

0.3 

0.4 

0.3 

0.0 

0.5 

1.2 

1.2 

13.6 

0.9 

51.3 

15.4 

2.1 

51.9 

3.5 

0.3 

0.5 

0.5 

13.0 

39.4 

2.1 

1.9 

4.0 

2.7 

13.3 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

親

兄弟姉妹

おじいちゃん・おばあちゃん

友だち

学校の先生

保健室の先生

スクールカウンセラー

塾や習い事の先生

職場の同僚や上司

※恋人や配偶者

※病院の先生

インターネットのチャット・掲示板

LINEやＸ（旧Twitter）などのＳＮＳ

その他

だれにも相談したくない

不明・無回答

小・中学生（n=770)

若者（n=376)

◆困った時に助けてくれる相手

79.1 

39.5 

69.4 

4.3 

4.0 

1.2 

4.4 

0.3 

85.6 

45.5 

2.7 

5.6 

22.3 

4.0 

5.1 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親せき

※学校の先生

友だち（学校や塾や

習い事での友だちなど）

地域の人（近所の人など）

インターネット上に

おける人やグループ

※職場・アルバイト関係の人

その他

そのような人はいない

不明・無回答

小・中学生（n=770)

若者（n=376)

支援につながりにくいこども・若者が一
定数みられており、相談先や支援機関等
の周知をより一層進めていく必要があり
ます。 21



77.3 

56.9 

20.8 

41.6 

1.9 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学５年生

（n=423)

中学２年生

（n=346)

不安や不満は特にない 不安や不満がある 不明・無回答

アンケート調査結果

⑤学校生活での不安や不満について

◆学校生活について、不安や不満に感じていることはあるか

小学生５年生で２割以上、中学生が４割以上が
不安や不満を感じています。
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アンケート調査結果

⑤学校生活での不安や不満について
◆学校生活のどのようなことに不安や不満に感じているか

8.0 

21.6 

37.5 

29.5 

5.7 

1.1 

6.8 

15.9 

64.8 

1.1 

14.8 

25.0 

6.8 

0.0 

13.9 

23.6 

62.5 

30.6 

8.3 

0.0 

29.2 

28.5 

47.2 

24.3 

10.4 

33.3 

7.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

荷物のこと

宿題のこと

勉強のこと

先生のこと

給食のこと

アレルギーのこと

校則のこと

授業のこと

友だちのこと

クラブ・部活のこと

いじめのこと

クラスの雰囲気のこと

その他

不明・無回答

小学５年生（n=88)

中学２年生（n=144)

小学５年生と比較して中学２年生
で勉強や校則、授業、クラブ・部
活のことが高く、年齢が上がるに
つれて、課題を感じてくる分野と
なっています。

また、「いじめのこと」が小・中
学生ともに１割以上みられており
より一層対策を講じていくことが
求められます。
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アンケート調査結果

⑥こども・若者の安全確保について
◆１日の情報機器の使用時間

3.6 

15.1 

21.4 

22.6 

13.6 

8.3 

14.9 

0.4 

0.5 

2.4 

13.6 

26.9 

19.4 

10.6 

26.3 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

まったく見ない

１時間未満

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間以上

不明・無回答

小・中学生（n=770)

若者（n=376)

情報機器は便利なツールである一方で、扱い方によっては
トラブルに巻き込まれることもあるため、若い世代の情報
リテラシーを高めるための取組が必要です。 24



アンケート調査結果

⑦こども・若者の将来について
◆将来、結婚したいか

45.3 

49.1 

34.5 

22.0 

22.5 

22.4 

8.5 

7.5 

10.3 

8.9 

8.1 

10.3 

14.8 

12.7 

20.7 

0.4 

0.0 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=236)

20歳代以下

（n=173)

30歳代

（n=58)

結婚したい どちらかといえば結婚したい

どちらかといえば結婚したくない 結婚したくない

わからない 不明・無回答

◆将来、子どもを持ちたいか

35.9 16.8 4.8 7.7 10.6 23.7 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者

（n=376)

子どもを持ちたい どちらかといえば子どもを持ちたい

どちらかといえば子どもを持ちたくない 子どもを持ちたくない

わからない すでに子どもがいる

不明・無回答

２割以上

４割以上
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アンケート調査結果

⑦こども・若者の将来について
◆「子どもを持つこと」をどのように考えているか

様々な観点から子育て世
代への支援を充実させる
などして、
若者が結婚や子育てを前
向きにとらえられるよう
な気運の醸成が必要です。
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アンケート調査結果

⑦こども・若者の将来について
◆自分の将来について明るい希望を持っているか

◆日本の将来は明るいと思うか

33.8 

16.8 

42.1 

47.3 

17.3 

25.3 

5.7 

10.1 

1.2 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・中学生

（n=770)

若者

（n=376)

希望がある どちらかといえば、希望がある

どちらかといえば、希望がない 希望がない

不明・無回答

17.9 

3.7 

29.7 

16.2 

19.4 

37.2 

10.9 

24.2 

21.4 

18.4 

0.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・中学生

（n=770)

若者

（n=376)

明るい どちらかといえば明るい どちらかといえば暗い

暗い わからない 不明・無回答

３割以上

６割以上
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アンケート調査結果

⑦こども・若者の将来について
◆これからこども・若者のために、安城市に必要だと思う取組

国等の政策の動向も
注視しつつ、取組を
検討していく必要が
あります。
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アンケート調査結果

⑧子育て支援に関するサービスについて
◆お子さんの子育てを主に行っている方

53.2 

40.8 

0.3 

0.2 

44.9 

57.6 

0.4 

0.4 

0.1 

0.2 

1.1 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=757)

前回調査

（n=1,222)

【就学前児童保護者】

父母ともに 主に父親 主に母親 主に祖父母

その他 不明・無回答

56.4 

46.1 

1.1 

0.9 

38.2 

48.6 

0.5 

0.7 

0.7 

0.5 

3.1 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=743)

前回調査

（n=1,207)

【小学生児童保護者】

父母ともに 主に父親 主に母親 主に祖父母

その他 不明・無回答

夫婦で子育てに取り組む家庭が増えています。
29



アンケート調査結果

⑧子育て支援に関するサービスについて
◆【母親】保護者の就労状況（自営業、家族従事者含む）

仕事あり 仕事あり

共働き世帯が増加していると考えられます。

25.8 

16.4 

16.8 

17.4 

22.3 

19.4 

3.2 

2.0 

27.6 

39.9 

4.4 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=757)

前回調査

（n=1,222)

【就学前児童保護者】

フルタイムで働いている

フルタイムだが、現在産休・育休等の休業中

パート・アルバイト等で働いている

パート・アルバイト等だが、現在産休・育休等の休業中

現在は仕事をしていない

不明・無回答

31.2 

23.4 

0.5 

1.4 

44.8 

43.2 

0.5 

0.7 

17.4 

26.4 

5.5 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=743)

前回調査

（n=1,207)

【小学生児童保護者】

フルタイムで働いている

フルタイムだが、現在産休・育休等の休業中

パート・アルバイト等で働いている

パート・アルバイト等だが、現在産休・育休等の休業中

現在は仕事をしていない

不明・無回答
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アンケート調査結果

⑧子育て支援に関するサービスについて

◆現在の、お子さんの定期的な幼児教育・保育事業の利用状況

増加

利用していると答えた割合が増加しています。

就学前児童保護者
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29.7 

8.9 

55.5 

3.7 

1.0 

3.3 

2.0 

3.3 

40.6 

4.0 

50.4 

2.5 

4.3 

0.1 

1.5 

1.0 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

幼稚園または認定こども園

幼稚園コース

幼稚園または認定こども園

幼稚園コースの預かり保育

保育園（認可保育所）または

認定こども園保育園コース

※小規模保育所

認可外保育施設

ファミリー・サポート・センター

児童発達支援事業所

その他

不明・無回答

今回調査（n=508)

前回調査（n=676)

アンケート調査結果

⑧子育て支援に関するサービスについて
◆定期的に利用している幼児教育・保育事業

保護者の就労等に伴い
預かり保育や保育園等
のニーズが高まってい
ます

就学前児童保護者のうち
定期的な幼児教育・保育事業を利用
していると回答した人のみ 32



61.0 

20.5 

47.8 

7.8 

47.3 

3.4 

1.5 

28.8 

7.3 

58.5 

22.6 

57.1 

11.3 

39.6 

2.4 

0.9 

23.6 

12.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、

水泳、空手、学習塾等）

児童センター

放課後児童クラブ

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

その他（公園、外遊び等）

不明・無回答

今回調査（n=205)

前回調査（n=212)

73.7 

18.0 

53.2 

9.3 

23.4 

2.4 

1.0 

29.8 

12.2 

69.8 

23.1 

63.7 

12.3 

19.3 

0.9 

0.5 

24.1 

15.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=205)

前回調査（n=212)

（２）高学年時の利用希望（１）低学年時の利用希望

アンケート調査結果

⑧子育て支援に関するサービスについて
◆小学校就学後の希望する放課後の過ごし方、放課後に過ごす場所

今後の児童数の動向も含めて検討していく必要があります。

※あて名のこどもが
５歳以上の人に向けた質問
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65.4 

66.3 

5.4 

60.5 

16.6 

44.9 

21.4 

16.2 

70.1 

4.8 

0.4 

0.0 

2.0 

1.7 

53.6 

75.8 

2.2 

62.4 

14.4 

35.5 

22.5 

9.6 

60.2 

3.2 

0.3 

0.5 

2.7 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親族（親・兄弟・姉妹等）

隣近所の人・友人・知人

子育てサークルの仲間

※保育園・幼稚園・認定こども園・学校

市役所や市の機関

市の広報やパンフレット

テレビ・ラジオ・新聞

子育て雑誌・育児書

インターネット・ＳＮＳ・

アプリ（「あんぴよ」等）

コミュニティー誌

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

その他

不明・無回答

就学前児童保護者

（n=757)

小学生児童保護者

（n=743)

アンケート調査結果

⑨子育てに関する相談や情報の取得について
◆子育て（教育を含む）に関する情報の入手方法

34



85.6 

78.7 

9.1 

12.4 

4.0 

7.5 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

（n=757)

小学生児童保護者

（n=743)

いる いない そのことでは人に頼らない 不明・無回答

アンケート調査結果

⑨子育てに関する相談や情報の取得について

◆子どもの世話や看病で頼れる人の有無

１割前後

いざという時に利用できるサービス等、支援の充実が
必要です。
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63.4 

53.2 

27.4 

32.4 

6.9 

11.3 

2.1 

1.7 

0.2 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学５年生

（n=423)

中学２年生

（n=346)

受けたことはない ごくまれに受けたことがある

ときどき受けていた 日常的に受けていた

不明・無回答

77.8 

77.7 

16.1 

14.7 

5.2 

5.2 

0.2 

0.9 

0.7 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学５年生

（n=423)

中学２年生

（n=346)

受けたことはない ごくまれに受けたことがある

ときどき受けていた 日常的に受けていた

不明・無回答

アンケート調査結果

⑩虐待の防止、早期対応

◆お父さんやお母さんから言葉によって傷つけられたことがあるか

◆お父さんやお母さんから体罰を受けたことがあるか

２～４割程度

暴力は重大な権利侵害であることを改めて周知する
必要があります。 36



2.6 

2.6 

3.9 

6.5 

6.5 

1.3 

1.3 

9.1 

1.3 

67.5 

10.4 

3.4 

0.0 

13.8 

20.7 

6.9 

0.0 

3.4 

10.3 

0.0 

55.2 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校に行きたくても行けない

どうしても学校を遅刻・早退してしまう

宿題をする時間や勉強する時間が取れない

睡眠が十分に取れない

友だちと遊ぶことができない

クラブ活動や習い事ができない、

もしくはやめるしかなかった

進路の変更を考えた

自分の時間がとれない

その他

特にない

不明・無回答

小学５年生（n=77)

中学２年生（n=29)

アンケート調査結果

⑪ヤングケアラーやこどもの貧困について

関係機関が連携して、ヤング
ケアラーに該当するこどもに
十分な支援が行き届くよう取
り組む必要があります。

◆世話をしていることで、できないこと

小学５年生で22.1％（17人）
中学２年生で34.5％（10人）

全体770人に対して27人
（3.5％）
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8.9 

10.5 

50.1 

56.7 

31.4 

26.6 

8.2 

5.5 

1.5 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

（n=757)

小学生児童保護者

（n=743)

内容まで詳しく知っている 内容について少し知っている

内容はわからないが聞いたことがある 聞いたことがない

不明・無回答

アンケート調査結果

⑪ヤングケアラーやこどもの貧困について

◆「子どもの貧困」が社会的な問題となっていることの認知度

１割程度

「子どもの貧困」について理解を深めるとともに、
該当する子どもや世帯に対し、支援につなげてい
くための取組が必要です。
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高校生ワークショップ
実施結果について

39

安城市こども計画



実施概要

◆対 象 者 ：安城市内の高校等に通学する生徒

◆募集方法：学校を通じて募集

◆実施日時：令和６年５月26日（日）
13時～15時30分

◆開催場所：安城市民会館 大会議室

◆参加人数：24名 市内全６校から参加

40



実施概要
募集チラシ 当日会場

41



高校生ワークショップ

実施プログラム

◆ワークショップ概要説明

◆こどもの権利・こども基本法についての理解
を深めるための共有

◆グループワーク

◆グループ発表

42



高校生ワークショップ

実施プログラム

◆グループワーク

４グループに分かれ、

「こども・若者の権利が守られていないと思うことや、
身近なところで課題だと感じること、こうなったらいい
なと思っていること」について、

『家庭』『学校』『社会』『その他』の４区分で
意見出しとグルーピングを行う。

最後に、安城市や大人たちに言いたいことを一言メッ
セージで集約してまとめる。
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高校生ワークショップ

実施プログラム
◆グループ発表
グループごとの検討内容を発表し、全体で共有

44



高校生ワークショップ

各グループ意見まとめ

◆Aグループ

市や大人へのメッセージ

どんな天気でも静かに勉強したい人も楽しく
会話したい人も無料で使えるスペースを！◆Bグループ

◆Cグループ こどもを尊重するための投資

◆Dグループ わたしたちの意見をきいてください！

幸福感と満足感が平等に受けられる社会

45



高校生ワークショップ

全体意見の集約結果

◆家庭について

○信用してもらえないと感じている

○話を聞いてほしい・認めてほしい・ほめられたいなど、
子ども自身に関心を持って接してほしい

○きょうだい間での比較や対応の差がある

○進路に関して自由に選択させてほしい

４グループ 計24件
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高校生ワークショップ

全体意見の集約結果

◆学校について

○最も多い意見は校則について

○個性を出したい、おしゃれを楽しみたい

○生徒の意見を反映させてほしい、少数派の意見の尊重、
気軽に話せる空間がほしい。といった学校に対して意
見を聞いてもらう機会の充実を求めている

○その他、不登校などの子どもへの対応や学校施設の改
善、教育内容の充実など

４グループ 計66件
47



高校生ワークショップ

全体意見の集約結果

◆社会について

○スマートフォンやSNSの利用の低年齢化や、利用しす
ぎることの問題点について

○悩みの共有や友達に言えない相談ができたりする等の、
話し合い・相談ができる場や人の充実

○学歴や見た目等で差別されたり、区別されることに対
する問題提起や学費等の経済支援、子育て支援

○学費等の経済支援、子育て支援の充実

４グループ 計44件
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高校生ワークショップ

全体意見の集約結果

◆その他について

○「その他」は、地域、居場所、家庭や学校以外の場
に関する意見

○公園の充実や遊び場の不足

○勉強できる場、友達とおしゃべりができる場など、
様々な用途で自由に過ごせる居場所の充実

○その他、街灯や防犯カメラの設置など地域の安全確保
に関すること、あんくるバスに関すること、地域のス
ポーツクラブや子ども会等の地域活動

４グループ 計31件 49



関係機関・団体調査
実施結果について

50
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調査実施概要
◆調査対象

◆調査方法：二次元コード配付・web回答

◆回答率：58.4％ ※配付８９団体 回答５２団体

区 分 選定機関・団体

こども計画全般 主任児童委員、子育て支援サークル、子育てサークル、
「つどいの広場」委託業者、私立保育園・こども園・幼稚園

こどもの貧困 子ども食堂、母子寡婦福祉会

若者支援 若者総合相談窓口「あんさぽ」

支援が必要な
こども・若者

スクールカウンセラー、相談支援事業所（障害児）、
フリースクール、児童養護施設
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関係機関・団体調査結果

安城市の子育て支援サービスについて、特に充実が必
要だと感じるもの、改善が必要だと感じるもの

産後ケア事業の主な意見

・制度の周知
・気軽に利用できるよう
になるとよい

・利用料の補助

教育・保育事業の主な意見

・保育士の配置
・コロナ禍前のような遊び
やイベントの充実

・育休退園に関して
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関係機関・団体調査結果

安城市のこども・若者や子育て家庭を取り巻く課題で
特に気になること

・不登校をなくすことを目標と
するのでなく、子どもが選択で
きる環境を整備すべき
・ＳＮＳによる情報の過多
・子ども一人ひとりの価値観が
大切にされる地域づくりが必要
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関係機関・団体調査結果

その他、こども・若者自身への支援や保護者への
支援等についての安城市へのご意見・ご要望について

主に

○支援内容等の情報提供
○園や学校について
○不登校について
○サービス・事業について
○市のこども政策について

のご意見・ご要望をいただきました。
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